















































































































































































































































































































































































































































　G 大 6 107 26 21 3 1 0 3 2 0 5 0.00 
　K 大 5 48 18 16 1 0 0 1 1 0 3 0.00 
　JW 大 5 76 26 20 8 2 1 1 0 1 3 1.40 
　N 大 7 90 26 23 3 0 0 1 2 0 1 0.00 
　W 大 6 121 32 27 6 5 6 0 6 0 4 7.00 
　H 大 6 115 29 21 9 9 9 1 5 2 3 10.50 
　S 大 7 82 24 24 3 0 0 0 0 0 2 0.00 
　W 大 7 93 28 27 8 3 3 1 0 0 3 3.00 
　av 6.1 91.5 26.1 22.4 5.1 2.5 2.4 1.0 2.0 0.4 3.0 2.74 




　G 大 5 53 19 16 3 0 0 3 1 0 3 0.00 
　JW 大 5 71 20 26 3 1 1 2 2 0 2 1.40 
　K 大　 5 70 17 17 3 0 0 0 0 0 4 0.00 
　W 大 6 150 38 30 10 11 11 0 6 2 3 12.83 
　N 大 7 118 28 22 5 2 2 3 3 0 3 2.00 
　GS 大 5 50 15 15 0 0 0 0 0 0 3 0.00 
　TI 大 7 101 27 24 6 1 1 1 2 0 8 1.00 
　TF 大 8 94 25 24 1 0 0 0 0 0 10 0.00 
　N 大 7 105 33 29 9 3 3 3 1 1 3 3.00 
　OI 大 7 100 27 23 3 0 0 2 2 0 6 0.00 
　TK 大 7 95 26 24 3 1 1 1 1 1 6 1.00 
　SI 大 7 87 24 22 3 1 1 1 1 0 2 1.00 
　M 大 7 95 25 21 3 1 1 3 1 1 6 1.00 
　av 6.4 91.5 24.9 22.5 4.0 1.6 1.6 1.5 1.5 0.4 4.5 1.79 


































































対　G 大 28 25 40 12 8 0.286 8 8 2 0 1 0.321 2 3 3
対　K 大 24 22 48 23 9 0.375 7 7 2 0 0 0.375 1 1 5
対　JW 大 27 20 33 10 11 0.407 11 11 3 4 0 0.556 2 1 4
対　N 大 28 26 55 25 4 0.143 1 1 0 2 0 0.214 3 0 7
対　W 大 35 28 48 17 10 0.286 13 11 1 3 2 0.429 2 1 4
対　H 大 37 31 54 21 14 0.378 16 13 1 3 2 0.514 2 1 4
対　S 大 39 34 59 23 13 0.333 7 7 0 4 1 0.462 1 0 10
対　W 大 32 27 43 14 8 0.250 2 2 3 6 0 0.438 6 0 9
av 31.3 26.6 47.5 18.1 9.6 0.307 8.1 7.5 1.5 2.8 0.8 0.413 2.4 0.9 5.8 




対　G 大 35 32 51 16 17 0.486 20 20 1 1 1 0.571 0 6 3
対　JW 大 28 22 50 26 9 0.321 8 8 3 3 0 0.536 3 2 5
対　K 大 29 24 40 15 9 0.310 8 8 2 2 2 0.517 0 1 7
対　W 大 40 27 75 40 10 0.250 9 9 4 8 1 0.575 2 1 12
対　N 大 30 26 55 23 11 0.367 5 5 4 0 0 0.500 1 1 7
対　GS 大 31 23 41 14 10 0.323 12 12 1 5 2 0.581 0 5 8
対　TI 大 26 25 57 29 7 0.269 2 2 1 0 0 0.308 2 0 5
対　TF 大 35 29 55 21 7 0.200 2 2 4 2 0 0.371 1 1 10
対　N 大 30 24 52 20 6 0.200 2 2 2 1 0 0.300 5 0 7
対　OI 大 25 23 44 17 6 0.240 1 1 1 1 0 0.303 1 0 6
対　TK 大 32 25 56 25 7 0.219 2 2 3 3 1 0.344 3 1 9
対　SI 大 32 29 45 15 7 0.219 3 3 0 3 0 0.313 3 0 8
対　M 大 27 26 52 22 4 0.148 0 0 0 1 0 0.185 7 0 6
av 30.8 25.8 51.8 21.8 8.5 0.273 5.7 5.7 2.0 2.3 0.5 0.416 2.2 1.4 7.2 
sd 4.1 2.9 9.0 7.2 3.2 0.088 5.6 5.6 1.5 2.2 0.8 0.135 2.1 1.9 2.3 
26
であった。死球は21年度が0.8±0.9個、22年度が0.5
±0.8個であった。出塁率は21年度が0.413±0.109%、
22年度が0.416±0.135%であった。三振は21年度
が2.4±1.6個、22年度が2.2±2.1個であった。盗
塁は21年度が0.9±1.0個、22年度が1.4±1.9個であっ
た。残塁は21年度が5.8±2.6個、22年度が7.2±2.3
個であった。
21年度と比較すると打率、得点、打点、四球、
残塁が下回る結果になった。犠打、出塁率、三振、
盗塁においては、昨年度より良い結果となった。三
新が減り、スイング数が増えたということはボールを
捉える為に、スイングを積極的に行っていった結果で
ある。またファールが多いのは打ち損じ等投手力が
高いチームとの試合に多い傾向があることがわかっ
た。打者には体幹を強化することでバッティングの安
定性やヘッドスピードを上げることに効果があり、上
肢の筋群の強化は球を投げる、打つ上で重要にな
る8）と述べられており、それらを考慮したトレーニング
メニューを作成していくことが重要であると考える。
　
４．21年度と22年度の試合数の比較
21年度と22年度の試合数を比較したものを図2に
示した。全体数は21年度が34回、22年度が87回、
練習試合は21年度が18回、22年度が58回、公式
戦は21年度が16回、22年度が29回であった。
22年度は準備期が少なかったが、1月末の早い
段階から実戦練習の代わりに練習試合を多く行い、
試合勘を身に付け、攻撃・守備の精度を上げること
を行った。トレーニングの成果が実戦においてどのく
らいの効果があったのかを明確に述べることはできな
かったが、22年度のチームは21年度からのレギュ
ラー選手が3名しか残っておらず、ほとんどの選手
が試合経験が少ない状態であった為、試合を多く
行ったことは選手にとって大きな経験になったと考えら
れる。さらに全日本大学選手権大会では優勝という成
果を収め、実戦の中で試合勘が養われたのではな
いかと考えられた。
なお、本研究では21年度と22年度の投打におけ
る調査を行ったが、守備の調査を行っていない為、
投手・打者のみの成績を平均値で示した。今後は
守備に関しても、どのような結果であったのかを調査
したい。
Ⅳ．まとめ
本研究では、年間トレーニング計画をもとに、ウ
エイトトレーニングと実戦練習を多く取り入れた結果、
競技パーフォーマンスにどのような影響があったのか
を21年度と22年度のトレーニング期分け、投手成
績、打撃成績の比較検討を目的とした。
結果は以下の通りである。
①シーズン中にパフォーマンスを維持するために
はトレーニングをシーズンを通して行う必要が
あることが明らかになった。
②投手の競技成績は技術的な要因も関係するが、
ウエイトトレーニングや下肢中心のサーキットト
レーニングを多く行うことでパフォーマンス向上
に繋がることが明らかになった。
③打者の競技成績は筋力トレーニングだけではな
く、試合形式での実戦練習の中で養われるとい
うことが明らかになった。
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